























































































このように、文殊と維摩の慰喩の問答は、大乗である通・別・円 三教によるものとされている。また、 慰喩の問いは信行 人の為とされるが、信行の人は鈍根であるため、説かれた法を聞くことによって悟りを得るのである。それに対し 調伏 には三観が用いられる。これは利根である法行の人の為であり、 「外縁」を借りずとも得道できることが示されてい である。
すると、鈍根である「信行の人」と利根である「法行の人」は、明確
に区別されるも なの ろうか。 かし天台大師は、 続いての文で、
然りと雖も、此れ亦た必ずしも定んで爾らず。但だ衆生、信・法二行互に利鈍有りて、而も両種の根性の不同有り。文殊、此れが為に両問を興す。 　　　　　　　　　　　　　　　　　（同六二五上）














維摩詰の言く。 「身は無常と説きて身を厭離せよと説かざれ。身に苦有りと説きて涅槃を楽えと説かざれ。 我無しと説き 而も衆生を教導せよと説け。身は空寂 くも畢竟寂滅と説かざれ。 」
（大正四・五四四下）
についての釈に、以下のように説かれる。
今、 三教を明かすは但だ菩薩を慰喩して二乗を取らず。然る所以は二乗は慈悲無く涅槃に入るを以てなり。三蔵・通教は共に教 成じて慰喩するは、界内の有為縁集の見思の疾、未だ断ぜざるの菩薩を慰喩す。是の菩薩 分段の因果
の実疾有り、故に須く三蔵教を用いて通教大乗を助け、而して慰喩すべし。亦た兼ねて別教・円教を用いて慰喩することを得るなり。若し別教を説きて慰喩するは、正しく無為縁集有るの菩薩 慰喩するが為なり。是の菩薩 塵沙無知の変易の因果の実疾有り、故に須く別教大乗を用いて慰喩すべし。若し円教を説きて慰喩するは、正 く自体縁集有る菩薩を慰喩するが為なり。是の菩薩に法界無明・自体不成実 因果 疾有り、故に須く円教を用いて慰喩すべし。 　　　（新続蔵八・六二五中～下）

























維摩詰の言く。 「有疾菩薩は応に是の念を作すべし。今、我が此の病は皆な前世の妄想・顛倒・諸煩悩従り生ず。実法有ること無し、誰れか病を受くる者ぞ。 」 　　　　　　　　　（大正四・五四四下）
についての総釈として、 天台大師は『文疏』巻二で次のように述べる。



























と述べ、別相三観は別教・通相三観 心 と同じく るとされる。すなわち別教所摂の別相三観と、円教所摂の通相三観・心三観は、本来大きく隔たるものとして捉えられるのであ
すると、通相三観の特徴とは、どのような点に見いだすことができる


























































































ども、声聞は無きなり。塵労の儔を会して如来の種と為すも、無為にして正位に入るは、反復すること能わず。生死の悪人・煩悩の悪法は而 皆な会さ るも、二乗の善法・四果の聖人は而して会せられず。 　　　　　　　　　　　　　　（大正三三・七八八上～中）















若し常住を明さずと言わば 此の経に云く「如来の身は即ち是れ金剛の体なり、衆悪は永く尽 衆善は普く会す、当に何 疾有るべけんや」と、豈に常住に非ざるや。次に、若し此の経は是れ 宗 教 法華に過ぐと言わば、何が故ぞ諸の声聞 人、此の経中に於て佛性を見ること、法華・涅槃に同じからざる
。 　　　　　　　　　　　　　（大正三八・五六下）


















































三観思想がどのように展開 たかについては、佐藤哲英博士「三諦三觀思想の起源に關する研究」 （同『天台大師の研究』百華苑・九六年） 、同「三観思想の起源及び発達」 （関口真大編『止観の研究』岩波書店・九七五年所収）に詳し 。（（）佐藤前掲論文の他、三観思想 構造に着目する研究として 日比宣正博士『唐代天台学研究』 山喜房佛書林・九七五年） 、新田雅章博士『天台実相論の研究』 （平楽寺書店・九八 年）などがある。ちなみに福田前掲書では、通相 についての言及が管見では見られない。（（）『摩訶止観』巻五上の場合も、信法二行について「若 根 利鈍を論ずれば、法行は利なり、内に自ら法を観ずるが故に。信行は鈍なり、他に藉りて聞くが故に。又た信行 利なり、 たび聞きて即ち
天台教学に説かれる三観をめぐって
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通相・心の三種の三観として分別することで、具体的に三観をどのような手順で ずるのかが述べられるものである。この三種三観は、天台大師最晩年の著述である『維摩経文疏』に説かれ ものであり、特に第二に挙げられる「通相三観 は、天台大師の広範な著述のなかでも、 『維摩経文疏』にのみに見られ 法である。

方、天台大師の三観思想は、 『維摩経文疏』が著述されるまでに、




















































より、 『維摩経』は教観ともに実相 到達できる経典 あ ことを実証するものであり、またこの根底には、教説を聞く衆生の機根は様々であっても、経典は「大乗」であるこ を強調しよう す 意図があっ ことを結論とした。
